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資　料：

桜圃寺内文庫開庫100周年記念シンポジウム 
−桜圃寺内文庫と山口県立大学−に寄せて

図書館長　安光裕子

桜圃寺内文庫は，初代朝鮮総督や第18代内閣総理大臣などを歴任した寺内正毅によってその基礎が作られ，
子息の寿一によって，大正11年（1922）２月５日に開庫された寺内家の私設図書館です。収蔵資料の大半は山
口県立大学へ寄贈されています。文庫の建物は山口県立大学の前身である山口女子専門学校，山口女子短期大
学，山口女子大学の附属図書館として約30年間利用されてきました。

今年度（2021年度）は，桜圃寺内文庫が開庫されて100周年にあたり，それを記念して，2021年11月３日
（水）13時から，本学Ｂ401にて，「桜圃寺内文庫と山口県立大学」と題して，シンポジウムを開催しました。

開庫100周年にあたって文庫との関わりを振り返ってみれば，本学に入学した年の夏休みに，文庫資料の研
究調査に関わることになったのが文庫資料との最初の出会いです。当時まだ研究調査とはどういうものかわか
らない私は，多くの資料に囲まれて目録作成のためのカード作りのお手伝いをさせていただきました。その目
録は，國守進編『桜圃寺内文庫の研究』に収録されています。こうした地道な作業が研究という作品を創り上
げる土台となっていることに気づかされました。

また，文庫は本学の図書館でもありました。重厚な雰囲気のなかで読書をしたり，調べ物をしたりしたこと
を今でも鮮明に覚えています。文庫は，私の研究生活をスタートさせる最初の第一歩を踏み出す場であったと
言えます。

私にとって今年度は，定年退職を迎え，研究生活の一段落となる年にあたります。その年に，図書館が主催
する開庫100周年記念シンポジウムを図書館長として開催することに，深い感慨を覚える次第です。




